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～ファイト黒崎で絆を深めよう～ 

第７２号 令和３年１１月２日（火） 

こちらは６年生の理科の学習。複数の水

溶液から、どれがどの水溶液か？当てるク

イズ形式を取り入れています。 

この時に大活躍するのがタブレット。時

には、説明を映し出したり、友達との考えを

共有したり、結果の共有をしたりします。 

実験の予想を立てたらすぐに開始！実験の様子はタブレット

で録画しています。 

「うわあ、臭い！」 

新鮮な驚きを隠せない子ども達。すぐにノートに記録を書きまし

た。結果を書くと、すぐさまタブレットで共同作業開始！グルー

プの考えを一本化していきました。 

 さらに、タブレット上には、ほかの班の考えが一目で

わかるようにしました。自信のない子ども達も、自分の

考えをノートにまとめ、タブレット上に反映させること

ができます。 

 このようにして、新しい学習スタイルが定着しつつあ

る今年度。子ども達の学びを深めることができることも

ICTのよさであると実感しました。 

おっ、この結果を

タブレットにまとめ

よう。 

Cが石灰水

じゃない？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました。６年生の子ども達にとって、小学校生活

で最も楽しみな修学旅行。安心、安全な旅行にすることができるように、６年生の担任を中心に最

後の調整をしていきます。 
  

  

・  友達と考えなどを共有しあいながら授業をすることができて良かっ

たです‼」また友達と考えを共有しながらやりたいです。 

・  タブッレトを使った授業は班の人達と共有できて友達の考えもわか

るのでいいと思いました。 

・  タブッレトを使うことで、すぐにまとめられたところがうれしかったで

す。また、タブレットは、すごく便利だから、使いやすいです。 

・  楽しく学習することができました。 自分や班の意見を送って、人の

意見がわかったので良かったです。 

・  班で協力して考えを出し合ったら、意見をまとめることができたので

良かったです。 

・  タブレットを使うと前のテレビが見えない人でもわかりやすいのがい

いと思いました！ 

・  友達と意見を共有しながら自分の意見を言えて良かった。いつもよ

り意見が言いやすく楽しかった。 

・  班のみんなとの、友情を深めることができたのでよかったとおもいま

す。 

・  タブレットを使うことで班の人と考えを共有できるので楽しいです。 

 高学年になると、どうしても自分の考えを伝えることにためらいをもつ子どもが増えてきます。そん

な子ども達でも、自信を持ってほしい！自分の考えを大切にしてほしい！ 「ICTは人と人の心をつな

ぐパートナー」を念頭にタブレットを使った授業をしています。 

今後も、タブレットを有効に活用した授業に取り組んでいきたいと思います。 


